
医療機器等分野

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ

　浜通り地域で初のバイオベンチャーの事業化を
目指し、ジーンクエストの連携支援の下、本事業の
実施と発展により、浜通り地域から、国内のみなら
ず海外にも本事業の成果を発信して行きます。そ
の過程で浜通り地域や福島県内への人的産業的な
還元を行います。更に本事業のノウハウを下敷きに、
骨粗鬆症だけでなく、他の疾患にも個々人に最適な
テーラーメイド治療情報の提供できる事業を展開し
たく、個々人に最適なテーラーメイド抗骨粗鬆症治
療情報の提供を目指します。

公益財団法人ときわ会　先端医学研究センターセンター長　加藤茂明
株式会社ジーンクエスト　代表取締役　高橋祥子

　抗骨粗鬆症治療に関して報告されてい
る遺伝子多型を解析するための、ゲノム
解析システムと施設（ジェノタイピング
検査センター）の整備はときわ会内でほ
ぼ完了しました。またゲノム解析に必要
な技術についても確認しました。現在診
断アルゴリズムの開発を目指し、ヒト検
体でのジェノタイピングの実装と骨量形
態解析等を開始しました。

　福島県浜通りは東日本大震災による３
重被害により地域全体が急激に高齢化し
ているため、早急に骨健康を維持し、骨
折—寝たきりを防ぐ方策が必要不可欠で
あり、本事業開発をまず福島県で実証を
行うことで、福島県住民の医療・健康に
大きく資する可能性があります。更に全
国に普及を図る事で、本事業関連実用化
例として産業的にも先導的な立場に立て
ます。更に本事業実施により、周辺のゲ
ノム最新技術の習得や、実用化開発のた
めの基盤研究体制の構築を通じ、新規課
題開拓や新規雇用等の人材獲得等の波及
効果が期待出来ます。

　約 1300 万人の骨粗鬆症患者をターゲットに、
個々人に最適なテーラーメイド抗骨粗鬆症治療
情報の提供を目指します。その過程で、骨量や
他の疾患に関する遺伝学的要因の解明とその実
用化開発を更に進めるとともに、検査センターの
拠点を置く福島県内に売上の一部が反映されま
す。また、検査需要の拡大に伴い、検査センター
での雇用創出にも繋がると期待できます。

　骨粗鬆症は骨折しやすくなるだけでなく、骨
折することで身体全体の不調を招きます。治療
法としては、食事療法・運動療法・薬物療法が
あるが、その効果には個人差が大きい事が知ら
れています。そこで本事業では、この個体差と
遺伝子多型についての研究および事業開発を行
い、骨粗鬆症患者の個々人に最適なテーラーメ
イド治療法の開発が望まれています。

実施期間：2018年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

遺伝子多型に基づいた骨粗鬆症のテーラーメイド診療事業
の研究開発

2018年度開始

10 公 益
財団法人ときわ会、㍿ジーンクエスト
　骨折危険因子である骨粗鬆症の患者数は社会全体の高齢化に伴い年々増加しており、社会的にも問題となって
います。浜通りでの健康寿命延命のためにも、骨粗鬆症予防は重要な課題です。本事業では、骨粗鬆症の発症予
防や治療に関する遺伝子多型診療についての研究および事業開発を行うことで、骨粗鬆症患者の個々人に最適な
テーラーメイド治療法を提供できる仕組みを社会実装します。

　株式会社ジーンクエストは、個人向け遺伝子検査事業の先駆者であ
り、抗骨粗鬆症治療に関して報告されている遺伝子多型から、診断ア
ルゴリズムの開発を行います。一方公益法人ときわ会ではこれまで骨
粗鬆症対策に関連して、病院内で複数部局と連携を図り、骨折予防プ
ログラムに注力してきました。本事業により測定拠点の開設を行い、
ヒト検体から最新ゲノム技術により遺伝子多型を解析し、現在開発を
進めている骨トレと呼ばれるトレーニング指導に、遺伝子多型解析の
結果を加える形で、個々人に最適なテーラーメイド抗骨粗鬆症治療を
行っていきます。
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




